
学校番号 １１７ 

令和２年度保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等 ステップアップ高校スポーツ（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・集団スポーツでは、チームメイトとの会話を積極的にはかり、チームのメンバーの動きを観察し

てお互いに長所や短所を指摘しあうことでチームの仲間全員が技術の向上ができるようにしてい

こう。 

 ゲームでは班ノートを活用して、ゲームでの勝敗の原因をチームと個人で反省し次回のゲームで

勝利するための課題や作戦を考えよう。 

・個人スポーツでは、試行錯誤を繰り返しながら自分の動きを感じ取り、先生からの指導を参考に

して常にフィードバックをしながら技能の向上を図っていこう。 

 

２ 学習の到達目標 

・集団スポーツでは、連携プレーや各種目のフォーメーションなどを学習し、ゲームではチームメ

イトと協力し合い学習したことを発揮できるようにする。 

・個人スポーツでは、自己の体力や運動能力を発揮し自己のレベルに応じた目標を設定して取り組

めるようにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動を意欲的、積極的

に取り組むことでそ

の運動の持つ特性を

知り、楽しさや知ろう

とする。 

個人と集団の技能と

能力を客観的に判断

できる。 

練習、ゲーム等では協

力と責任の態度を身

につける。 

学習ノートを最大限

に活用する。 

学習で得た成果や課

題をノートに記述す

ることで、個人と集団

の問題点と課題を明

確し次回のへ取り組

みに応用し発展させ

る。 

自己の限界に挑戦す

る気持ちを向上させ

る。 

記録や技能の向上に

意欲的に取り組ませ

る。 

チームメイトと協

力、連携し練習とゲ

ームのレベルを上げ

質の高いゲームを楽

しむ。 

運動の特性を理解し

練習やゲーム、タイ

ムトライアルのねら

いを把握する。 

各運動の特性を理解

し実践と応用ができ

る知識を身につけ

る。 

評
価
方
法 

受講態度 ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

技能観察 ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

陸
上
競
技 

５０ｍタイムトライアル 

５０ｍハードルタイムトライアル 

走幅跳 計測 
○  ○ ○ 

a:自己の限界への挑戦、無

理をしすぎないようにす

る。 

c:トライアルの記録 

d：各種目の技術的特性の

理解 

受講態度の観察 

技能観察 

スキルテスト 

ゲーム結果 

ノート 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

個人技能（ドリブル・各種パス・

シュート） 

集団技能（ツーメン・スリーメンで

の各種パス・ディフェンス） 

ゲーム（ハーフコート・オールコ

ート・３対３・５対５） 

○ ○ ○ ○ 

a:危険なプレー等をしな

いように安全を確保する。 

b:ノートでの課題確認 

c:個人と集団の技能習得 

d:ルールの理解 

受講態度の観察 

技能観察 

スキルテスト 

ゲーム結果 

ノート 

 

体
育
理
論
（運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
方
） 

技能の上達過程と練習 

効果的な動きのメカニズム 

技能と体力 

体力トレーニング 

 

 

 

 

○ ○  ○ a:運動技術と運動技能の

向上のために必要な目

標の設定方法、練習計画

の立て方について学習

できる。体力を高める方

法について、積極的に学

習できる。 

b: 運動技術の種類、運動

技能の上達過程、運動技

能を高めるための方法

について自らが行った

ことのある種目に当て

はめて考えることがで

きる。 

d: 様々な運動種目につ

いて、どのような運動

技術を必要とするのか

正しく理解できる。運

動技能の上達過程と練

習曲線について、運動

技能を向上させるため

の目標設定や練習計画

の立て方について正し

い知識をもつことがで

きる。体力の高め方に

ついて、正しい知識を

もつことができる。 

受講態度の観察 

レポート 

技能観察 



２
学
期 

水
泳 

クロール・平泳ぎ・バタフライ・背

泳ぎの泳法の確立 

記録計測（バタフライ・背泳は２５

ｍ・１００ｍ個人メドレー） 

○ ○ ○ ○ 

a:事故防止を心懸ける。 

b:生涯にわたって豊かに

実践 

c:４泳法の習得 

d:４泳法の特徴の理解 

受講態度の観察 

技能観察 

記録計測の結果 

球
技 

ハンドボール ○ ○ ○ ○ a:球技の楽しさを味わう

と共にルール、マナーを大

切にし、集団スポーツの中

で個人的役割を果たせる

よう取り組む。 

b:生涯にわたって、球技を

楽しめるよう課題につい

て探求していく。 

c:球技の特性に応じたゲ

ーム展開をするための作

戦を考えそれに応じた技

能や連携を模索していく。 

d:技術の名称や行い方、体

力の高め方など運動観察

の方法を理解している。 

講態度の観察 

レポート 

技能観察 

試合 

３
学
期 

持
久
走 

１５００ｍ 

３０００ｍ 

１２分間走 

シャトルラン 
○  ○ ○ 

a:自己の限界への挑戦、無

理をしすぎないようにす

る。 

c:トライアルの記録 

d:ペース配分、走法、呼吸

法の理解 

受講態度の観察 

技能観察 

記録計測の結果 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


